
今回は、クマ・コブタ・ウサギ・ロバ・フクロ・カンガルーたちと少年が登場するお話・・・・・・

『クマのプーさん（新版）』 A.A. ミルン著 石井桃子訳 岩波書店 2000 をご紹介したい

と思います。

私ごとではありますが、先日あべのハルカス美術館の「クマのプーさん展」に行きまし

た。約90年前のイラストを描いたE.H.シェパードの貴重な原画を拝見し、刺激を受け、プー

さんの本を改めて読みました。

上記の本は、世界中で愛されていることを再認識させてくれるものでした。

もちろん、ディズニーのプーさんとは一味違う世界を味わうことができます。まず、著

者が息子クリストファー・ロビンにお話を語りかけ、プーさんの物語へ誘ってくれます。

話の内容は、大人が読んでも考えさせられるものもあります。私がこの本の中で、一番

好きなお話は、「イーヨーがお誕生日にお祝いをふたつもらうお話」です。このお話では、

一つのことに固執することなく、考え方を変えるだけで、幸せだと感じることがができる
んだと気付かされました。また、主に登場する、イーヨー（ロバ）とプーさんとコブタ、

それぞれの思いやりがこのお話には詰まっていて、読者も幸せを感じることができるお話

でした。

プーさんは言葉を間違えることがあるのですが、例えば“てがみ”を“てまみ”という

ように石井桃子さんの訳も絶妙で、プーさんを愛おしいくらいかわいく思えます。

また、この本の挿絵はE.H.シェパードのクラシカルなプーさんたちが描かれていて、と

てもかわいいです。

プーさんは知っているけど、本では読んだことがない人、ディズニーのプーさんしか知

らない人は、ぜひこの本を読んで本当のプーさんの良さも知ってほしいと思います。
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